
手話パフォーマンス甲子園実行委員会企画推進会議（平成２８年度第２回） 

結 果 概 要 
 

日 時：平成２８年８月２９日（月）午後３時～４時３０分 
場 所：鳥取県庁 第３２会議室（第２庁舎４階） 
出席者：別紙のとおり 

○はじめに 

台風１０号接近に伴う悪天候により、特急スーパーはくとが一部

区間運休し、廣田委員がやむを得ず欠席されることとなった。 

 

○報告事項 

 予選審査結果について（資料１） 

８月９日（火）に予選審査会を鳥取県庁にて実施し、本大会に出

場する２０チームについて報告した。 

【各委員の意見】 

特になし。 
 

○議題 

 議案第１号：第３回大会実施計画について（資料３） 

資料２に沿い、現時点の第３回大会の実施計画を説明。前回の会

議でいただいた意見への対応についても説明した。 

【各委員の意見】 

［手話通訳体制］ 

・P.24 の通訳の立ち位置は、観客等に見ていただく体制を想定した計画だと思うが、大会の進行のた

めには、舞台裏の情報保障も十分に検討する必要がある。改めて整理していただきたい。（大杉委員）  
⇒ 了解。 

・事務局から、手話スタッフを要請されているが、手話通訳者の配置について、聴覚障害者協会の職

員が何人配置されて、それ以外に全通研及び手話サークル加盟登録通訳者を何人配置するのか分か

らないと、手話スタッフの配置が検討できない。早く配置を決めていただき、情報提供をお願いし

たい。（国広委員） 
⇒ 了解。 

※ 会議終了後、大杉委員・戸羽委員・国広委員・田中委員等を交え、改めて手話通訳者の配置

について協議した。 

［スクリーンの表示］ 

・P.22 上段のイメージ図と中段の計画図が異なる、要約筆記の表示位置の高さを下げて、もう少し大

きく手話通訳を表示していただきたい。（戸羽委員）  
⇒ 費用の問題があり、現状における（最善の）提案を行った。技術的にどこまで対応できるか、

個別に相談させていただきたい。（会議終了後、大杉委員・戸羽委員を交え、現状設備での最

善の表示方法について協議した。） 

・予選審査会のライブ中継映像を拝見したが、手話通訳は大きく表示されていたものの、舞台上の庄

﨑審査員長が小さく、手話がよく見えなかった。舞台上の手話を見たい人も多くいるので、大きく

映るようお願いしたい。（田中委員） 
⇒ 了解。 

［駐車場］ 

・図書館等、手話パフォーマンス甲子園以外の施設利用者が駐車場を利用できずに困るような事態を

危惧していたが、前回より多くの駐車場を確保していただき、安心した。感謝申し上げる。（寺谷委

員） 
・臨時駐車場が増えているが、会場までの距離はどれくらいか？（田中委員） 

⇒ 臨時駐車場４（倉吉市役所）を除き、長くても徒歩１０分以内。施設がよく見える位置にあ

る。ただ、来場者が迷わないよう臨時駐車場から会場までの地図を用意することとしたい。 

 



［運営体制］ 

・委員の当日の役回りがあるのか？その内容は？（国広委員） 
⇒ 是非、大会当日はお力をお貸しいただきたい。本日、大会への出席と、当日の運営に御協力

いただくよう依頼文を皆様にお渡しさせていただいた。役回りの内容は、個別に皆様に依頼さ

せていただくこととしたい。 

・P.10 の運営体制について、受付案内班のみに「手話対応」と記載されている。どういう内容か？ 
⇒ 今後、内容を精査させていただきたい。 

・高校生ボランティアの依頼人数や内容、確保の状況を教えていただきたい。（依藤委員・田中委員） 
⇒ 人役は６人役で、チームアテンドや荷物管理等を依頼する予定。運営スタッフと一緒に動き、

そのサポートをお願いすることとしている。現在、中部地区の高校生を確保できたと聞いてい

る。詳細は、杉本委員と調整中。 

［シャトルバスの運行］ 

・昨年は時間通りに運行できず現場が混乱したことがあった。適正な運行管理ができるようスタッフ

を配置してほしい。（山内委員） 
⇒ 倉吉駅・会場にそれぞれ１名、シャトルバスの担当者を配置することとしている。有事等の

際は、各総括から本部に連絡が上がり、本部で対応を検討して、現場に下ろすような体制にす

ることとしている。 

［託児所］ 

・託児所の有無、利用にあたって無料か有料か、事前申込みが必要か、

保育士がいるか等の詳細が不明。周知の方法は？（森原委員） 
⇒ 託児所の詳細は、今後内容を詰めて、周知していきたい。 

［送迎計画］ 

・出場チームの移動が困らないよう送迎をお願いしたい。送迎バスが

運行するまで長時間、会場等で待たせるような事態は防ぎたい。（寺

谷委員）  
⇒ 了解。 

［クイズラリー］ 

・詳細がよく分からない。（クイズの内容、記入用紙の渡し方、景品の内容及び支給対象者等）（国広

委員）  
⇒ 詳細について、関係者と調整中。 

 
実施計画については、今回いただいた御意見等を踏まえ、詳細をさらに詰めていくこととし、原案の

内容で進めていくことについて、承認をいただいた。 

 

○その他 

 大会への出席及び支援について 

大会への出席及び協力を要請。出席の有無について回答票の提出を依頼。 

【各委員の意見】 

特になし。 
 

 今後の日程について（資料３） 

今後の日程について、事務局から説明。 

【各委員の意見】 

特になし。 
 

 大会のプロモーション映像について 

協賛企業である、（株）明石スクールユニフォームカンパニーが、同社

ＰＲキャラクターを活用した大会のプロモーション映像を制作していた

だいたので、会議で放映した。 

【各委員の意見】 

特になし。 



手話パフォーマンス甲子園実行委員会企画推進会議 出席者名簿 

（平成２８年度第２回） 

 

役 職 所属 ・ 役職名 氏名（敬称略） 
出 欠 

（代理：敬称略） 

委員長 鳥取県福祉保健部長 藪田 千登世 出 

委 員 
公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会 

事務局次長兼福祉・労働委員会委員長 
戸羽 伸一 出 

鳥取県手話通訳士協会 森原 早百合 出 

全国手話通訳問題研究会鳥取支部 国広  生久代 出 

鳥取県手話サークル連絡協議会 田中 優子 出 

社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 

専務理事 
杉本 新二 出 

鳥取県教育委員会事務局 教育次長 寺谷 英則 出 

鳥取県高等学校長協会 会長  依藤 典篤 出 

鳥取県私立中学高等学校長会 会長 山内 晃 出 

鳥取県立鳥取聾学校 校長 三王寺 孝子 出 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 

青年部長 
廣田 喜春 

出→欠 

（ＪＲのダイヤ乱

れによる） 

国立大学法人筑波技術大学 教授 大杉 豊 出 

事務局 
障がい福祉課社会参加推進室 

室長 
明場 達朗 

 

障がい福祉課社会参加推進室 

課長補佐 
 岡村 弘美 

障がい福祉課社会参加推進室 

係長 
安永 孝文 

  

 


